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日
本
法
華
験
記
か
ら
今
昔
物
語
集

へ

副
詞

の
踏
襲

・
換
言

・
省

略

・
付
加

原

栄

一

原

典

『
日
本
法

華

験
記
』

と

、

こ
れ

に
依
拠

し
た

『
今
昔

物
語

集
』

と

の
間

に

は
、
訳

出
さ

れ

る
際

に
、
副

詞

の
踏
襲

・
換

言

・
省

略

・
付
加

と

い
う

こ
と
が
行

な
わ

れ

る
。

変

体
漢

文

と
片
仮
名

交

り
文

と

い
う

異
質

の

二

文
体
間

に
お

い
て
で
あ

れ
ば

、
当

然
生

じ

る

こ
と
が
ら

で
あ

る
。

生

硬

な
漢

文
特
有

語

あ

る

い
は
漢
文

訓
続

語
法

を
骨

格

と
し

て

い
る
変

体
漢

文

か

ら
、
片

仮
名

交

り
文

と

い
う

助
詞

・
助

動
詞

を
も

自
由

自
在

に
駆
使

で

き

る
文
体

へ
と
変
貌

す

る
時

に
、
文

体

が
和
化
す

る

こ
と
は
自
然

の
成

り

行
き

と

い
え

る

で
あ

ろ
う
。

し

か

る
に

一
般
的

な
副

詞

に

つ

い
て
は

、
変

体
漢

文

と
片
仮

名
交

り

文
と

は
多

く

の
共
ハ
通
語

を
も

つ
の
で
あ

る
が

、
法

華
験

記

と
今
昔

物
語

集

と

に
限

っ
た
な
ら

ば
、

そ

こ
に
ま

た
そ

れ
ぞ

れ

の

個
性

的

用
法
も

あ

る
は
ず

で
あ

る
。

さ

て
、

こ

の
よ
う

な

こ
と
が
ら

に

つ

い
て
、

そ

の
実

体
を

こ
こ

に
検

討

し

訴
勇
よ
う

と
思
う

。

そ

の
た

め
に
、

法
華

験
記

と
今

昔
物

語
集

と
を

比
校

し
、

次

の
五
項

目

に
分
類

し

て
検
討

を

進

め
る

こ
と

に
す

る
。

1
、
法
華

験
記

に
用

い
ら
れ

て
、

今
昔
物

語
集

で
は
用

い
ら

れ
な

い
も

の
。

A
、

当
該
語

が
省

略

さ
れ

る
も

の
。

B
、

当
該
語

が

換
言

さ
れ

る
も

の
。

H
、
法
華

験
記

に
用

い
ら
れ

て
、

今
昔
物

語
集

で
は
そ

の

一
部

が
踏

襲
し

、

そ

の
大
部

が
踏

襲
し

な

い
も

の
。

Ⅲ
、
法
華

験
記

に
用

い
ら
れ

て
、

今
昔
物

語
集

で
は
そ

の
大
部

が
踏

襲
し

、

そ

の

一
部

が
換

言
さ

れ
る

も

の
。

Ⅳ
、
法
華

験
記

に
用

い
ら
れ

て
、

今
昔
物

語
集

で
も

用

い
ら

れ
る
も

の
。

V
、
法

華
験
記

で
は
用

い
ら

れ
な

い
で
、
今
昔

物
語

集

に
用

い
ら

れ
る
も

の
。

な

お
、
『
日
本
法

華

験
記

』
は
、

長
久

年
間

に
、
沙

門
鎭

源

に
よ

っ
て
撰

述

さ

れ
た
も

の
で
あ

る
が
、

伽

の
説
話

が

こ
れ

に
収

め

ら
れ

て

い
る
。

こ

の
う

ち

多

少
な
り

と
も

今
昔

物
語
集

と
関

連

を
も

つ
説
話

は

98
話
、
中

で

も

法
華

験
記

・
今
昔

物

語
集

ど
ち

ら

か

に
不

備

が
あ

る
も

の

10
話

を
除

く

88
話

は
、

ほ

ぼ
完

全

に
今
昔

物
語

集

の
原
典

と
な

っ
て

い
る
。

巻
十

二

の

6
話

・
巻

十
三

の
41
話

・
巻

十
四

の
21
話

・
巻
十

五

の
10
話

・
巻
十

六

の

6
話

・
巻

十
七

の
4
話

等

で
あ

る
。
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二

1
、

法
華

験
記

に
用

い
ら
れ

て
、

今
昔

物
語
集

で
は
用

い
ら

れ
な

い
も

の
。

A

、
当

該
語

が
省

略

さ
れ

る
も

の
。

「宛

(
ア
タ
カ
墾

4

(纏

曜

矯

、
)

」

「重

(ヵ
サ
ネ
テ
)

 3
」

「
曽

(
カ

ツ
テ
)

4
」

「
種

々

(
ク
サ
グ

サ

ニ
)
3
」

「
悉

(
コ
ト
ゴ

ト

ク

)
13
」

「
頻

(
シ
キ
リ

ニ
)
1
」

「
都

・
総

(
ス

ベ
テ

)

2
」

「
宛
」

は

、

「
宛
如

…
」

の
型

で
用

い
ら

れ
、

④

下
鎭

西

経
営

世
路
耕

作

田
畠

酒
米

豊
稔

宛
如

富
人

(
66

)

〔
鎭
西

二

下

テ

、
肥
後

ノ
国

ニ
シ
テ

田
畠

ヲ
令

作

メ
、
絹

米

ヲ
貯

ヘ
ナ
ド

シ
テ

、

富

人

二
成

ニ
ケ
リ
。

(
十

二

35
)
〕

@

田
猟

漁
捕

食
完

轍
鳥

狼
籍

不
善

宛

如
具
縛

聖

人
見

此

(
94

)

〔
狩
漁

ヲ
役
ト

シ
テ
魚
鳥

ヲ
食

ト

セ
リ
。

<

聖
人
此

レ
ヲ
見

テ
、

(
十
五

30

)
〕

の
よ
う

に
、
今

昔

で
は

「
富

人

二
成

二
ヶ
リ
」

と
和

ら

げ
、
ま

た
、

「
宛
」

を
含

む
句

(
傍

線
部

)
を

全
く

除

払
し

て
し
ま

っ
て

い
る
。

「
宛
如

…
」

と

い
う

型

は
、

今
昔

撰
者

に

は
、
非

常

に
漢
文

訓
続

的
生

硬
な

語
法

と
意

識
さ

れ

て

い
た

の
で
あ

ろ
う

。

今
昔

に
見

る

こ
と

が
で
き

る
僅

か
二

つ
の

用
例

で
も

、

「
宛

(カ

)

モ
」

に

「
二
不

異
ズ

」

(
十
七

14

)

「
二
似

タ

リ
」

(
十

七

21
)
を

呼
応

さ

せ
、

「
如

シ
」
と

は
呼

応
さ

せ

て

い
な

い
の

で
あ

る
。

「曽

」
も

同
様

に
、

「未

曽

…
」

の
定
型

で
用

い
ら
れ

て
お
り

、

◎
我

等
頃

年

遙
見
此
島

未
曽

来

望

(
701

)

〔我

等

年
来

此

ノ
嶋

ヲ
見

[

日
ロ

ヘ
ド

モ
、
未

ダ
来

タ

ル
事

元

カ
リ
図

。

(
十

六

25
)
〕

㊥

一
心
礼

拝
嘆

未
曽

有

芙
往
至

我

宅

(
311

)

〔
泣

々
ク
礼

拝

シ
テ
〈

家

二
返

ル
。

(十

六

6

)
〕

の
よ
う

に
、
0

「
曽
」

の
字

義
を

文
末

の
完

了
助

動
詞

「
ツ
」

に
生

か
し

た
り
、

㊥
傍

線
部

の
句

を

そ

っ
く

り
取

り
払

っ
て
し
ま

っ
た
り
し

て

い
る
。

原
義

を

保

つ

「
曽

」

は
今
昔

不
採

用

の
語

で
あ

っ
て
、

今
昔

に
見

ら
れ

る

孤

例

(
十

二
8

)
に
し

て
も

、
原

典

と
な

っ
た
霊

異
記

(
上

33

)
の

「
凶

元

損
」

を

そ

の
ま

ま
継

受
し

た
否
定

表

現

の
陳
述

副
詞

で
あ

る
。

「
都

・
総

」
を
省

略
す

る

の
は

、
今
昔

に
お
け

る

「
ス

ベ
テ
」

の
用
法

が
ほ

ぼ
否
定
表

現

の
陳

述
副

詞
と
化

し

て

い
た

こ
と
に
影
響

さ

れ

て

い
る

の
で
あ

ろ
う
。

「
重
」

「種

々
」

「悉

」

「
頻
」

は
、

今
共
日
で
用

い
ら

れ
な

い
こ
と

は

な

い
が

、
本

朝

前
半

部

で

の
用
例
数

は
そ

れ
ぞ

れ

8

・
2

・
10

・
10
で
、

頻

用
さ

れ
る
も

の
で
は
な

い
。

B
、

当
該

語

が
換
言

さ
れ

る
も

の
。

「
兼

(
カ
ネ

テ

)

〔
漢

文
的

用
法

〕
ー

亦

」

「
決
定

(
ケ

ツ
ヂ

ャ

ウ

〉
「

必

ズ
」

「
蓋

(
ケ
ダ

シ
)
ー
定

メ
テ
」

「
最
初
ー

先

ヅ
」
「手

自

(テ

ヅ

カ
ラ

〉
!

自

カ

ラ
」

「
漸

々

(
ヤ
ウ

ヤ
ウ
?

)
ー

漸
ク

」

「
空

(
ム
ナ

シ
ク

〉
ー

徒

二
」

「
梢

(
ヤ
ヤ

)
ー

少

シ
」

「兼

」

に
は
漢

文
的

用
法

と
和

文
的

用
法

と

の
二
者

が
あ

り
、
法

華
験

記

で

は
両

用
さ

れ
て

い
る
。

漢
文

的
用
法

と
は
、

「
井
也

」
す

な
わ

ち

「
あ

わ

せ

て
」

の
意

に
用

い
ら
れ

、
和

文
的

用
法

と
は

、
漢
文

訓
読

語

の

「
ア

ラ

カ

ジ
メ
」

に
対

立
す

る

「
カ
ネ

テ
」

、
す

な
わ

ち

「前

も

っ
て
」

の
意

の
用
法

で
あ

る

が
、
前
者

の
用
例

15
、
後

者

の
用
例

4

が
見
ら

れ

る
。

こ

こ
に
と

り
挙

げ
る

べ
き

は
前
者

の
漢

文
的

用
法

で
あ

る

が
、
そ

の
前

に
、

対

比
さ

せ
る
関

係
上

、
ま

ず
和

文
的

用
法

に

つ
い
て
見
る
。
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㊧

乃

至
臨

終
兼

知

死
期

(
66
)

〔
持
経

者
遂

二
命

終

ル
時

ニ
臨

テ
兼
テ

其

ノ
時

ヲ
知

テ

(
十
二

35

)
〕

㊦
能

知

人

心
説
其

所

念

兼
見

世
相

示
其

吉

凶

(
74

)

〔
兼

テ
人

の
心

ノ

内

ヲ
知

テ

、
彼

レ
ガ
思

フ
事

ヲ

云

フ

ニ
違

フ
事

元

シ
。

亦

、
世

ノ
作
法

ヲ

見
テ

、
吉

凶
ヲ
相

ス

ル

ニ
不
当

ズ
ト

云

フ
事

元

シ
。

(
十
三

27

)
〕

の
よ
う

に
、
「
前

も

っ
て
」

の
意

の

「
兼

」
は

今
昔

で
も

そ

の
ま
ま

「
兼

テ
」

と
し

て
用

い
ら
れ

る
。

こ
れ
は

、
今

昔

の

「
兼

テ
」

が
専

ら
和
文

的
用
法

で
あ

る

こ
と

に
よ

る

の
で
あ

る
。

し
か

し

て
、

「
あ

わ
せ

て
」

の
意

で
用

い
ら
れ

て

い
る
漢

文
的

用
法

の

「
兼

」

に
対

し

て
は

、

「
兼
テ
」

と
す

る

こ
と
は

な

く
、

15
例

中

14
例

ま

で

が

「
亦
」

と
換

言

し
、

1
例

が
省

略
さ

れ

て

い
る
。

㊦

毎

日
読

揺

三
部

元

退
兼

習

法

文

(
24

)

〔毎

日

二
法

花
経

三
部

ヲ
読

揺

シ

テ
、

更

二
怠

タ

ル
事

元

シ
。

亦

、
法

文

ヲ
習

テ
、

(
十

四

23
)
〕

㊦

読
法

華

経

盤
重

誠

深
兼

持

真

言

(
30

)

〔幼

ヨ
リ
法

花
経

ヲ
受

習

ヒ

日

夜

二
読

揺

ス
。

亦

、
真

言

ヲ
持

テ

年
来

行

フ
間

、

(
十

四

25
)
〕

⑰

一
日
所
読

三

四

十
部

兼

復

受
学

三

密
秘

法

(
71

)

〔
一
日
、
三

十

、

四
十

部

ヲ
ゾ

諦

シ
ケ

ル
。

亦

、
真

言

ノ
秘

法

ヲ
受

習

テ

(
十
七

41

)
〕

⑭
読

揺
法

華

経

兼

又
奉

仕

不

動

明
王

(
92

)

〔
法

花
経

ヲ

受

ケ
習

テ

日

夜

二
読

揺

ス
。

亦

、
不

動

尊

二
仕

テ

苦
行

ヲ
修

ス
。

(
十

三

21
)
〕

右

の
⑰

⑦

は
、

「
兼
復

」

「
兼

又
」

の
よ
う

に
、

「
復

」

「
又
」

を
補

足

し

て

い
る

が
、

こ
れ

は
、

一
方

に

「
前

も

っ
て
」

の
意

の

「
兼
」

が
混

在

す

る
た

め

に
、

「
あ

わ

せ

て
」

の
意

を

明
確

に
さ

せ
る

た

め

の
工
夫

か
と

思

わ

れ

る
。

な

お

、

「
兼

」

が

「
亦

」

に
換

言

さ

れ
ず

に
省

略

さ
れ

た
唯

一
の
例

④
枝

散

八

方

遍

布

一
町

兼
有

高

茎

(
48

)

〔
枝

八
方

二
指

テ
普

ク

一
町

二
敷
満

タ

リ
、

<
高
キ

茎
有

リ

テ
陳
元

シ
。

(十

三

40
)
〕

に

つ
い
て
み

る
と
、

平
面

的

に
枝

が
伸

び
、
な

お

か

つ
立

体
的

に
も
茎

が

伸

び
た

こ
と
を

述

べ
た
部

分

に

「
兼

」

が
使

わ
れ

て
お
り

、
決

し

て
適

切

な

用
語
法

と

は

い
え
な

い
。

こ

の

「
兼
」

に
今

昔

が
触

れ
て

い
な

い
の
も

首
肯

で
き
る

こ
と

で
あ

る
。

こ
の
よ
う

に
、

「
兼
テ
」

を

「前

も

っ
て
」

の
意

と
し

て
専
用

し
た

今
昔

に
お

い
て
は
、
法

華

験
記

の

「あ

わ

せ

て
」

の
意

の

「
兼

」
を
す

べ
て

「亦

」

に
換
言

し

て

い
る

の
で
あ

る
。

「決
定
」
は

「ケ
ツ
チ
ャ
ウ

(融

讐

・
に
よ
.
て
音
読
さ
れ
た
と

推

定

さ
れ

る
が

、
元
来

「
不

定
」

と

い
う

よ
う

な

語

に
対
す

る
仏
教

術

語

で
あ

る
。

法

華

験
記

の
如
き

仏
教

説
話

に
見

ら

れ
る

こ
と

は
当
然

の
こ
と

と
は

い
え

、
副

詞
と
し

て

か
な
り

の
用
例

が
見
ら

れ

る
。

⑦
善

根
増

長
渕

定
往

生
極

楽

世
界

(
19

)

〔善

根
弥

ヨ
増

テ
必
刈

極

楽

二
参

ナ

ム
。

(
十

三

8
)
〕

⑦
明
知
渕
口冠
往
生
極
楽
尖

(34
)

〔剴

極
楽

二
参
タ
ル
人
ト
ナ

ム
語

リ
伝

ヘ
タ

ル
ト

ヤ
。

(
十
二

39

)
〕

㊥
渕
「冠
当
死

人
希
有

出

不
死

事

(
801

)

〔
必

ズ
可

死
キ

難

二
値

フ
ト
云

ヘ
ド

モ
、
願

ノ
カ

ニ
依

テ
命

ヲ
存

ス
ル
事

ハ
、

(
十
四

9

)
〕

◎

境

妙
最
後

病
也

決
定

可

死
去

(
51

)

〔境

妙

ガ
最
後

ノ
病

此

レ
也

○

此

ノ
度
必
ズ

死

ナ

ム
ト

ス
。

(十

五

12

)
〕

右
の
考

に
、

「決
定
往
生
」

(莚

「決
定
当
死
」

(星

「決
定

可

死

去
」

の
形

で
用

い
ら
れ

一
類
型

を

な
し

て

い
る
。
こ
の
形

は
、後

の
謡

曲

や
狂

言

に
も
見

ら

れ
る
も

の
で
あ

る
。

さ

て

こ
の

「決

定

」
を

、
今
昔

撰

者

は
、
仏

教
的

特
異

語

と
で
も

見
倣

し

た
ら
し

く
、

⑦
②
⑤

の
よ

う

に

「
必
ズ

」

に
、
ま

た
⑰

の
よ

う

に

「
疑

ヒ
元

ク
」

に
換

言
し

て

い
る
。
「
決

定

」

は
、

限
定

さ
れ

た
被
修

飾
語

「
往

生
」

や

「
当
死

」

か
ら
離

れ

て

こ
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そ
普

遍
的

な

副
詞

と
な

り
う

る

の
で
あ

る

が
、
法

華
験
記

で
は
僅

か
な

が

ら
次

の
2
例

が
見

ら

れ
る
。

②

我
存

生
時

錐

持
妙
法

薫

修
年

浅
未

及
勝

利
渕
口冠
業
所

牽

遇
此
悪

縁

今

蒙

聖

人
恩

欲
離

此
苦

(
921
)

〔
生

タ
リ

シ
時

二
法
花

経

ヲ
持
キ

ト
云

ヘ

ド

モ
、
願

ク

ハ
聖

人
ノ
広

大

ノ
恩
徳

ヲ
蒙

テ
、

此

ノ
苦

ヲ
離

レ

ム
ト
思

フ
。

(
十

四

3

)
〕

⑫

一
時

思

惟
渕
定

出

去

(
30

)

〔吉

々
ク
思

ヒ
定

メ
テ

ケ

レ
バ
、
朗
■

出

テ

ハ
去

ナ

ム
ト
為

ル

ニ
、

(
十

四

25
)
〕

後

の
作

品

に
も

純

粋

に

「
か

な
ら
ず

」

「
き

っ
と
」

の
意

と
し

て
用

い
ら

れ

た
例

は
数

少

い
よ
う

で
あ

り

、
辞
書

類

に
よ

る
と

、
太
平

記

の
用
例

が

知

ら
れ

る
。

「
蓋

」

は
、
助

字

「
哉

」
を

文
末

に
付

し
、
疑

問
を

含

む
推
量

表
現

と

し

て
用

い
ら

れ

て

い
る
が

、

⑦

挙
音

喘
叫

言

為
若
干

乗

牛
馬

人
夫

等
蓋

被
踏
殺

哉

(
82
)

〔
音

ヲ
挙

テ
泣

キ
叫

テ

云
ク

、
我

ガ
子

ハ
定

メ
テ
若

干

ノ
道
行

ク
馬

牛

人

ノ
為

二

踏
殺

サ

レ
ヌ

ラ

ム
、
生

キ
テ
有

ラ

ム
事

難

シ
。

(
十
二

33

)
〕

の
如
く

、

「
定

メ
テ

」

に
換

言

さ

れ
て

い
る
。

「
蓋

」

と
全

く

同
義

の
適

当

な
代

用
語

が

な

い

こ
と

か
ら

、
推

定
を

あ
ら

わ
す

「
定

メ
テ

」
を

用

い

た
も

の
と
思

わ

れ
る

が
、

「
蓋

」
を

避
け

る
意

識

の
強
さ

を

こ

こ
か
ら
も

汲

む

こ
と

が

で
き
る
。

今
昔

で
は
不

採

用
語

の

一
つ
で
あ

る
。

「
手

自

」
は

、

⑦

即
発
道

心

観
生

死
苦

手
自
書

写
如
来

寿
量

品

(
921

)

〔
忽

二
道

心
ヲ

発

シ
テ

、
自

ラ
如
来

寿

量
品

ヲ
書

写

シ
テ

(
十
四

3

)
〕

の
よ
う

に
、
用

例

3
揃

っ
て

「
自

ラ
」

と
換
言

さ

れ
て

い
る
。

「
手
自

」

の
係

る
語

が

「書

写

」

「
刻
彫

」

で
あ

る
と

こ
ろ
を

見

れ
ば
、

「
自

ラ
」

よ

り
も

こ

の
ま

ま

「
手
自

ラ
」

と
し

た
方

が
、

よ
り

適

切
で
あ

る

こ
と
は

無
論

で
あ

る
。

に
も

か

か
わ

ら
ず

強

い
て
換
言

し

た

の
は
、
今
昔

物

語
集

全
巻

を

「
自

ラ
」

一
語

に
統

一
し
、
す

な

わ

ち
用
語

を
単

数
化

し
、
集

全

体

の

一
貫

性
を

は

か
る

た
め

で
あ

っ
た

に
違

い
な

い
。

こ

の
換

言

の
場
合

、

「手

自

ラ
」

と

「
自

ラ
」

と

の
対
比

に

お

い
て
、
位

相

と

い
う

こ
と
が
必

ず

し
も
関

与
し

て

は

い
な

い
こ
と

が
知

ら
れ

る
。

用
語

の
単

一
化

と

い
う

こ
と

は
、
次

の

「漸

々
」

に

つ
い
て
も
言

え

る

こ
と
で
あ

る
。

「
漸

々
9
」
は

、
用
例

数

に
お

い
て

「
漸

5
」

「
徐

1
」
を

上
回

り
、

法
華

験
記

と
し

て
は
多

用
さ

れ

て

い
る

と

い
わ
な
け

れ

ば
な
ち

な

い
。

さ

て

「
漸

々
」

の
訓

で
あ

る
が

、

「漸

」
字

を
重

複
さ

せ

た
畳
語

と

み
て
、

「
ヤ
ゥ

ヤ
ウ

」

の
訓
を
付

す

る

の
は

い
か
が

で
あ

ろ
う

か
。

仮

に

「漸

々
」

が

「
ヤ
ウ

ヤ
ウ
」

で
あ

っ
た

と
す

る
な

ら
ば

、
法
華

験
記

撰
者

は
和

文
語

「
ヤ
ウ

ヤ
ウ

」
を

過
半

に

お

い
て
用

い
、

「漸

々
」

と
表

記
す

る

こ
と

に

よ

っ
て

こ
れ
を
留

め

た

こ
と
に
な

る
。

今

昔

で
は

「
漸

ク
」

に
統

一
さ
れ

て
お
り

、
右

の

「
漸

々
」

9
例

の
う

ち

、

「弥

ヨ
」

に
換

言
し

た
も

の
1
、

省

略
し

た
も

の
3
を
除

き
、

残
り

5
例

は
す

べ

て

「
漸

ク
」

と
し

て

い
る
。

Ⅱ
、

法
華

験
記

に

用

い
ら

れ

て
、
今
昔

物

語
集

で
は

そ

の

一
部

が
踏
襲

し

、

そ

の
大

部

が
踏
襲

し
な

い
も

の
。

「
登

(
ア

ニ
V
」

「
更

(
サ
ラ

ニ
)
〔
情

態
副

詞

(
漢
文

的

用
法

)
〕

「
即

、
則
、

伍

、
便

(
ス
ナ

ハ
チ

)

「
早

(
ハ
ヤ
ク

)
」

「当

(
マ

サ

ニ
)
」

こ
れ
ら

に

つ

い
て
、
ま
ず

、
踏

襲
す

る
も

の
の
踏
襲

し
な

い
も

の

に
対

す

る

比
を

示
す

と
、
「
山豆
-一7
(

【

)
「
更

」

「
即
ヱ
巧
」

「
当

毒
」

と

い
う

こ
と

に
な

る
。

「
早

3
而
」

踏
襲
す
る
も

の
の
用
例
数

踏
襲
し
な

い

も

の

の
用
例
数
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「
堂

」

は
、

⑦

問
死
骸

云

既
諦

一
乗

量
無
心

神

(
13

)

〔屍

骸
也

ト

云

ヘ
ド

モ
、

既

二
法

華

経

ヲ
諦

シ
給

フ
。

宣

二
其

ノ
心
元

カ
ラ

ム
ヤ
。

(
十
三

11

)
〕

の

1
例

の
み

が
踏
襲

し
、
他

は

、

⑦
頃

年
貧

道

孤
独

之
身
今

開
栄

花
亦

預
官

爵

山豆
不
喜

悦
哉

(
49
)

〔
年

来

ノ
貧
道

ノ
身

二
、
今

、
栄

花
ヲ
開

キ

官
爵

二
預

ル
、

何

力
不

喜
ザ

ラ

ム
ヤ
。

(
十

二

40
)
〕

の
よ
う

に
、

「
何

力
…
…

ム
ヤ
」

に
換

言
す

る
も

の
。

④
如

是

奇
異
其

数

又
多

童
非

妙
法
威

神

明
王
加

護
哉

(
92

)

〔
如
此

ク

ノ
奇

特

ノ
事
多

シ
ト
云

ヘ
ド

モ

一
ζ

二
注

シ
難
尽

シ
。

実

二
法

花

ノ
力

明

王

ノ
験
新

タ
也
。

(
十
三

21

)
〕

の
よ
う

に
、
反

語
表

現
を

解

い
て
言

い
和

ら
げ

る
も

の
。

◎
応

言

権
者

宣
凡

夫
哉

(
74

)

〔
世

ノ
人
聖

人
ヲ
権

化

ノ
者

ト
ゾ

云

ヶ

ル
。

(
十
一二
27

)
〕

の
よ
う

に
、
前

句
を

強
調

表
現

と
し

て

「
量
」

を
含

む
句

を
省

い
た
も

の

(馳
際

ど
が
あ
奄

薩

㊥

何
況

一
生

営
作

仏
事

堂
不

登
蓮

哉

(
29

)

〔何

況

ヤ
我

レ

一
生

ノ
間

功
徳

ヲ
修

シ
タ

ラ

マ
シ

カ
バ
如
此

ク

ノ
苦

二
預

カ
ラ

マ
シ
ヤ

ハ
、

亦
、

<
極

楽

ニ
モ
不
参

ザ

ラ

ム
ヤ
。

(
十
三

44

)
〕

の
よ
う

に
、

「
何
況

」

と

「
山豆
」

と

が
併

用

さ
れ

た
も

の

に
お

い
て
は

「

堂
」

の
方

を
省

略
す

る

形

で
訳
出

し

て

い
る
。

か
く

の
ご
と

く
、

「
宣
」

に

で
き

る
だ
け

触

れ

て

い
な

い
こ
と
を
見

る

と
、
訓

読
語

法

を
避
け

る
意

識

の
存
在

を

そ

こ
に
見

出
す

こ
と
が

で
き
る
。

「更

」

に

は
、
本

来
漢

文
的

用
法

で
あ

る
情

態
副

詞

と
、
和

文
的

用
法

で
あ

る
陳

述

副
詞

と

の
二
者

が
あ

る
。

こ
の
陳
述

副
詞

は
否

定
表

現

に
用

い
ら

れ

る
も

の
で
、

和
文

や
変

体
漢

文

に
頻
用

さ
れ

る

の
で
あ

る
が

、
法

華
験

記

に
お

い
て
も

、
情

態
副

詞

14
例

に
対
し

て
陳

述
副

詞

84
例

と

、
6

倍

の
使

用
度
を

示
し

て

い
る
。

こ
れ
が
今
昔

に
な
る

と
、
情

態

副
詞

17
例

・
陳

述

副
詞

謝
例

で
、
約

30
倍

と
な

り
、

殆

ど
陳
述

副
詞
化

し

き

っ
て

い

た

と
言

っ
て
も

過
言

で
は
な

い
。
・こ

の
よ
う

な

傾
向

か
ら

、
法
華

験
記

の

陳

述
副

詞

「更

」
を

「
更

二
」

と
踏

襲
す

る
例

21
、

換
言
す

る
例

7
、
省

略
す

る
例

56
に
対

し

て
、
情
態

副

詞

の

「
更

」

は
、

「
更

二
」
と

踏
襲
す

る
例

1
、
換
言

す

る
例

1
、
省

略
す

る
例

12

と
な

っ
て

い
る
。
情

態

副
詞

「
更
」

を
踏
襲

し

た
例

が

⑦
更

添
持

揺
妙
法

華

経

(
33

)

〔
更

二
法
華

経

ヲ
副

ヘ
テ
持

シ
揺

シ
テ

、

(十

三

39
)
〕

の
如
く

僅

か
1
例

で
あ

る

こ
と
は

、
今
昔

撰
者

に
と

っ
て

「
更

二
」

は
否

定

文

に
用

い
る
陳

述
副

詞

で
あ

っ
て
、
情

態

副
詞

と
し

て
用

い
る

こ
と

に

は
積
極

的

で
な

か

っ
た

こ
と
を

明
ら

か
に
し

て

い
る
。

法

華
験

記

に
「
更

」

字

が
見

ら

れ
な

い
部
分

に

、
訳
出

の
時

、
今
昔

が
随

意

に
付
加

し

た

「更

ニ
」

が

18
例

見

ら
れ

る
が
、

こ
れ
ら

は
情

態

副
詞

で
な

く
、
す

べ
て
陳
述

副

詞
と
し

て
用

い
て

い
る
。

「
即
」

に
は
名

詞
的

・
副
詞
的

・
接

続
詞

的
各

用
法

が
混
在

し

て

い
る

が
、

こ
れ

を

一
括

し

て
見

る
と
、

全

用
例

捌
と

い
う

多

数

に

の
ぼ
る
。

こ

の
う

ち

で
踏
襲

さ
れ

て

「
即
チ
」

と

し
た
も

の
は
意

外

に
も

7
例

に
過

ぎ

ず

、

換
言

し

た
も

の
20
、
省

略

し
た
も

の
97
と
な

っ
て

い
る
。

ま

た
、

今

昔

が
任
意

に

「
即
チ

」
を

付
加

し
た

と

こ
ろ
も

さ
ほ

ど
多

く

は
な

く
、
「
即

チ
」

の
乱

用
を

抑
え

て

い
る

こ
と

が
知
ら

れ
る
。

今
昔

に
用

い
ら

れ

て

い

る

「
即
チ

(則

・
伍

を
含

む

)
」
は

全
部

で
娚
例

あ

る
が

、
相
対

的

に
は

少

い
の
で
あ

り
、

一
見
無

造
作

に
使

用
さ

れ

て

い
る

か

の
よ
う

に
見
え

て
、
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実

は
そ
う

で
な

か

っ
た
と
言

え

る
。

㊥

俄
強

力
人

四
五

人
来

即
駈
追

我
遙

過

山
野
将

去
即

到

一
大
寺

(
811
)

〔俄

ニ
強
力

ナ

ル
人
四

五
人
来
引

く

我

ヲ
追

テ
遙

二
野
山

ヲ
過

テ
将

行

シ
間

二
く

一
ノ
大

ナ

ル
寺
有

リ

、

(十

三

36

)
〕

に

つ

い
て
見
る

な
ら

ば
、

「
即
」

を
省

略
し

、
接

続
助

詞

(
的

)

「
テ

」

「
間

二
」

に
よ

っ
て
前

後

文
を
繋

い
で

い
る
。

こ

こ
に
、
今
昔

撰
者

の
片

仮
名
交

り

文
と

い
う

文
体

へ
の
配

慮

を
窺
う

こ
と
が

で
き

る
。

さ

き

に
、
法
華

験
記

に

「
漸

々
」

が

か
な

り

の
数

用

い
ら
れ

る

こ
と
を

見

た
が
、
他

の
変
体
漢

文

に
お

い
て
は
希
有

で
あ

る

こ
と

か
ら

、

こ
れ

は

法

華

験
記

の

一
特
点

と
な

し
え

よ
う
。

こ
れ
と

同
様

に
、
法

華
験

記

に
は

「
速

」

が
用

い
ら

れ
ず

、

「
早

22
」

「
早
速

3
」

「早

疾

1
」

「
疾

2
」

等

に
限
ら

れ

て

い
る
。
よ

っ
て

こ
れ
も

亦

、特

点

の

一
つ
と
し

て
あ

げ

る

こ

と

が
で
き

よ
う
。

「
早
」

に

は

「
ハ
ヤ
ク

」
と

「
ス
ミ
ヤ

カ

ニ
」

の
訓

が

考

え
ら
れ

る

が
、

こ

こ
で
は

「
ハ
ヤ
ク
」

と
し

て
用

い
ら

れ
た

と
憶
測

す

る
。

こ
の

「
早

」
を

今
昔

が
踏
襲

し

て

「
早
ク

」

と
す

る
も

の
は
3
例

の

み

で
、
他

は
換

言

さ
れ
、

「
速

二
」

と
す

る
例

8
、

「
疾

ク
」

と
す

る
例

2

で
あ

る
○

そ
れ

ぞ
れ

の
用
例

を
示

す

と
、

②

是
病

早
可

治

(
88
)

〔此

レ
ヲ
早

ク
可
療
治

シ
。

(
十
三

22

)
〕

㊧

天
童

早

還
以
此

誓
言

(
83

)

〔
天
童

速

ニ
返
リ

給
テ
此

ノ
由

ヲ
以

テ

(
十

二
32

)
〕

◎

不
如

早

死
不
造

悪
業

(
87

)

〔
不
如

ジ
、
疾

ク

死
テ

悪
業

ヲ
不
造

ジ
。

(
十

二
37

)
〕

の
如

き

で
あ

る
。
今

昔
全

体

の
用
例

数

が

「
早

ク
」

53

・

「
速

二
」

謝

・

「疾

ク

」

塒
で
あ

り
、

「
早

ク
」

が
最
も

少
く

、

「
速

二
」

が
多

用

さ
れ

、

「疾

ク

」
も

「
早

ク
」

の

3
倍

用

い
ら

れ
て

い
る

こ
と

か
ら
、

こ
れ
ら

に

換
言

さ

れ
た
事
情

も

頷
け

る
。
法

華

験
記

と
今
昔

と

の
専

用
語
的

な
語

の

相
違

が
も

た

ら
し

た
結
果

と
見

る

べ
き

で
あ
ろ
う

。

な

お
、

「疾

」

2
例

と

「
早
速

」

2
例
も

す

べ
て

「
速

二
」

に
換
言

さ

れ
て

い
る
。

㊧

恒
修

不

退
菩
薩

行
痴

謹
無

上
大

菩
薩

(
80
)

〔常

二
不
退

ノ
行

ヲ
修

シ
テ
速

三
尤
上
菩

提

ヲ
謹

セ

ム
。

(十

四

18
)
〕

⑦

勧
客

僧
早

速
還

去

(
11
)

〔義

容

ヲ
勧

メ
テ
速

二
可

返
キ

由
ヲ

云

フ
。

(
十

三

1
)
〕

「
当

」
字

は

85
例

見

ら
れ

頻
用

さ
れ

て

い
る
。

「
当
」

が
再

読
文
字

と

な

っ
て

い
た
時

期

と
は

い
え

、
法
華

験
記

で
ど

の
程
度
再

読

さ
れ
た

か
は

詳

ら

か
で
な

い
。

今
昔

で

「
当
」

に
対
応

す

る
と

こ
ろ
を

「
当

二
」

と
し

た
も

の
は

85
例
中

の
4
例

の
み

で
、

◎

理
満

当

知
此
非

実
狗

(
35

)

〔
理
満

当

二
可

知

シ
、

此

レ

ハ
実

ノ
狗

ニ
ハ
非
ズ
。

(
十
三

9

)
〕

㊤
当

与
現

山討
損
其

身

命

(
59

)

〔
当

二
現

器
ヲ
与

ヘ
テ
其

ノ
命

ヲ
断

ム
。

(十

三

4
)
〕

の
よ
う

に
、

「
当

二
…

・:
可

シ
」

「
当

二
:
:
:
ム
」

の
形
を

と

っ
て

い
る
。

ま

た

、

「只

…
…

可

シ
」

2
例
、

「
必

ズ
…

(
平
叙

)
」

1
例

の
形

に
し

た
も

の
も
あ

る

が
、
大

半

は
、

⑦
何

経
験

力
勝

当
知

勝
負

(
48

)

〔
此

ノ
ニ

ノ
経
何

レ
カ

勝

レ
給

ヘ
ル

ト
勝

負

ヲ
可
知

シ
。

(十

三

40

)
〕

⑦
捨

此
苦

身
当

酬
聖

人
恩

(
67

)

〔
此

ノ
身

ヲ
棄

テ
聖

人

ノ
恩

ヲ
報

ゼ

ム
ト
思

フ
。

(
十
三

33

)
〕

㊥
為

我
書

写
法

華
経

供
養

解
脱
劃

抜

苦

(
421

)

〔
我

ガ
為

二
法
華

経

ヲ

書

写
供
養

シ
奉

テ
我

ガ
苦

ヲ
救

へ
。

(十

四

7
)
〕

の
よ
う

に
、

「
可

シ
」

「
ム
」

「
動
詞

命
令

形
」

「
補

助
動

詞

(給

フ
)
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命
令

形

」

と
な

っ
て
お
り

、

「当

二
」

の
使

用
を

極
力

避
け

て

い
る
よ
う

に
見

受

け
ら

れ

る
。

m

、

法

華

験

記

に

用

い
ら

れ

て

、

今

昔

物

語

集

で

は

そ

の

大

部

が

踏

襲

し

、

そ

の

一
部

が
換

言

さ

れ

る

も

の
。

「
明

(
ア

キ

ラ

カ

ニ
)

ー

現

ハ

ニ
」

「
遍

・
普

・
周

(
ア

マ
ネ

ク

)

1

皆

」

「
一
切
-

皆

」

「
一
心

(音

読

?

・
ネ

ン

コ

ロ

ニ

)
1

心

ヲ

一

ニ
シ

テ

・
心

ヲ

至

シ

テ

・
泣

々

ク

・
弥

ヨ

」

「
今

(
イ

マ
)
ー

未

ダ

」

「
各

々

(
オ

ノ

オ

ノ

)

ー

皆

」

「
必

(
カ

ナ

ラ

ズ

)
i

悉

ク

」

「
殊

(
コ
ト

ニ
)

ー

敢

テ

」

「定

(
サ

ダ

メ

テ

)

=

必

ズ

)

「
職

(
サ

ラ

ニ
)ー

敢

テ

・
全

ク

・
尚

・
永

ク

・
率

二

・
必

ズ

・
皆

・
次

ニ

ハ
」

「
既

(
ス

デ

ニ
)

1

遂

二
」

「
即

・
則

・
伍

(
ス

ナ

ハ
チ

)

ー

忽

二

・
遂

二

・
速

二

・
苦

二

・
定

メ

テ

・
然

レ

バ

・
其

レ

ヨ
リ

・
此

レ

・

今

・
笈

二

・
其

ノ

時

・
其

ノ

時

二

・
其

ノ

後

・
日

来

ヲ

終

テ

」
「
ロ
ハ
・

唯

・
蕾

(
タ

ダ

)
ー

偏

ヘ

ニ

・
僅

二
」

「
忽

(
タ

チ

マ
チ

ニ
)
ー

俄

二

・
遂

二
」

「
忽

然

ー

俄

二

・
掻

消

ツ
様

二
」

「
慎

(
ツ

ツ

シ

ミ

テ

)

ー

弥

ヨ
」

「
常

(
ツ

ネ

ニ

)
1

明

ケ

暮

レ

・
日

夜

二

・
年

来

・
ロ
ハ
・

専

二
」

「
遂

(
ツ

ヒ

ニ
)
1

忽

二
」

「時

(
ト

キ

ニ
)
ー

即

チ

・
而

ル
間

」

「猶

(
ナ

ホ

)
ー

未

ダ

」

「
甚

(
ハ
ナ

ハ
ダ

)
ー

極

テ

・
吉

ク

」

「
当

(
マ
サ

ニ
〉

1

必

ズ

・
ロ
バ
」

「
全

(
マ
タ

ク

)

ー

皆

」
「先

(
マ

ヅ

)
ー

初

メ

」

「
尤

(
モ

ト

モ

)

ー

極

テ

・
実

二
」

「
専

(
モ

ハ
ラ

一一
)
1

口
ハ
」

「漸

々

(
ヤ

ウ

ヤ

ウ

?

)
ー

弥

ヨ
」

「
漸

(
ヤ

ウ

ヤ

ク

)
ー

既

二

・
後

ニ

ハ
」

「
僅

(
ワ

ヅ

カ

ニ

)
1

幸

ヒ

・
只

」

※
注
ー

右

の
中

で
、

★
印

の
も

の
は
I
B
に
属
し
、
★

★
印

の
も
の
は
n

に
属
す

る
.、
従

っ
て
、
今
昔

物
語
集

で
そ
の
大
部
が
踏
襲
さ

れ
る
も
の
で
は
な

い
。

一
部

が
換

言

さ
れ

る
場
合

、

今
昔
撰

者

が
頻

用
し

た
語

に
換

え
ら

れ
る

こ
と

が
多
く

、

た
と

え
ば

、

㊧
莫

生
疑

念

一
心
不

退
修

行
妙
法

(
64

)

〔疑

ヒ
ヲ
成

ス
事

元

ク

シ
テ
。

弥

ヨ
不
退

ズ

シ
テ
法

花
経

ヲ
可

持

シ
。

(
十
三

30

)
〕

@

守

大
驚

歎

(
71

)

〔
守

、
此

レ
ヲ
聞
テ

、
弥

ヨ
驚

キ
歎

テ
云

ク
、
(十

七

41
)
〕

②
汝

慎
精

進
莫

生
解
怠

(
36

)

〔
汝

ヂ
弥

ヨ
心

ヲ
至

シ
テ

解
怠

ス
ル
事

一尤

カ

レ
。

(
十

四

24
)
〕

◎

喜
値

仏

法
摂
持

漸

々
修

行

炎

(
36
)

〔仏

法

二
値
奉

レ
ル
事

ヲ
喜

テ
、

弥

ヨ
修

行

シ

ケ
リ
。

(
十

四

24
)
〕

の
如

く

、

「
一
心

」

「大

」

「
慎

」

「漸

々
」

は

、
そ
れ

ぞ

れ

「
弥

ヨ
」

(今

昔

に
用
例

謝
)

に
吸

収

さ
れ

て

い
る
。

ま

た
、

「
当

」

の
換
言

に
し

て
も

、

②

当
生

兜
率

天

(
401
)

〔必

ズ
兜

率

天
上

二
生

レ
ヌ
。

(
十

五

45
)
〕

㊤

汝
無

怖

畏
当
念

…

(
321
)

〔汝

ヂ
不

可
怖

ズ
。

只
…

…
等

ノ
文

ヲ
可

瓶
腿
、ン
。

(十

六ハ
聡

)
〕

の
よ
う

に
、

「
必
ズ

」

(
今
昔

に
用

例

鵬

)

「
只
」

(
今
昔

に
用
例

脳

)

と

い
う

よ
う

な

頻

用
語

と
な

っ
て

い
る
。

更

に

「
遍

・
周

」

の
換
言
も

、

⑤

国
中

遍
聞

判
官

代
被

害
之

由

(
511

)

〔
国

郡

ノ
内

ノ

人
、
皆

、

判
官

代

被
殺

ヌ
ト

聞

ッ
。

(
十
六

3

)
〕

⑯

…
障

子
遣

戸
蔀

實
天

井
周

匝
荘

厳

(
11

)

〔
篠

子
遣

戸
蒔部
實

天
井

皆

吉

ク
造

タ

リ
。

(
十
三

1
)
〕

の
よ
う

に
、

こ
れ
も

頻
用

語

「皆

」

で
あ

る
。

次

に
、
類

義

語

P
Q

二
語

が
あ

る
場

合

、
P

は
Q

に
換
言

さ

れ
る

が
、

こ
れ

の
逆

、
す

な
わ

ち
、

Q

が
P

に
換

言

さ
れ

る

こ
と
は
な

い
と

い
う

事
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実

が
あ

る
。

㊥

亡

後
定

煩
遺

弟

(
7

)

〔我

レ
死
ナ

ム
時

二
弟

子
共
ハ必

ズ
煩

ヒ
有

リ

ナ

ム
.

(
十

四
1

)
〕

(莚

の
よ
う

に
、

「
定

」

は

「
必

ズ
」

に
換

言

さ
れ

る
が

、

「
必

」

が

「
定

メ

テ

」

に
な

る

こ
と
は
な

く

、

②
有

四

天
童
忽

来
至

(
70

)

〔
四

人
ノ

天
童

俄

二
来

テ
、

(十

六

36

)〕

(莚
の
よ
う

に
、

「忽

」

は

「
俄

二
」

に
換
言

さ

れ
る

が
、

「
俄
」

が
「
忽

二
」

に
な

る

こ
と
は

な
く

、

②

此
経
典

甚
多

不

可
数

尽

(
19

)

〔
此

ノ
経
極

テ
多

ク

シ
テ
許

へ
不

可

尽

ズ
。

(
十

三

8
)
〕

(馳
梛
)

の
よ
う

に
、

「
甚
」

は

「極

テ

」

に
換
言

さ

れ
る

が
、

「極

」

が
「
甚

ダ
」

に
な

る

こ
と

は
な

い
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

今
昔

に
お

い
て
、

「
定

メ
テ
」

協
例

D
聾
価
,
)
「
必
ズ

」

鵬
例

D
型

、

「
忽

二
」

鰯
例

V

型
、

「
俄

二
」

糊

例

D
型

、

「
甚

ダ

」

88
例

V
型

、

「
極

テ
」

㎝
例

D
型

で
あ

る

こ
と
を
勘

案
す

る

と
、

い
ず

れ
も

D
型

の
副

詞

に
換

言

さ
れ

て

い
る

こ
と
に
な

る
。

「
定

メ
テ

」

と

「
必
ズ

」
は

同
じ

D
型

で
あ

り
、
頻

用

語

の
方

へ
換

言

さ

れ

た
と

見
倣

し
う

る

が
、

「忽

ニ
」

と

「
俄

二
」
に

つ

い
て

は
全
く

逆

で
、

こ

の
よ
う

な

こ
と
は

い
え
な

い
。

こ
れ
は

V
型

が
D
型

の
方

へ
換

言
さ

れ

た
と
見

な
け

れ

ば
な

ら
な

い
で
あ

ろ
う
。

僅

か

3
例

で
あ

る
と

は

い
え

、

訓

読
語

的

「
忽
」

を
和

文
語

的

「
俄

ニ
」

に
言

い
和

ら

げ
て

い
る
点

は
認

め
な
け

れ

ば
な

ら
な

い
。

「
甚

ダ
」

「
極

テ
」

に

つ

い
て
は
、

「
極

テ
」

が
頻

用
語

で
あ

る
と

共
ハ
に
、

「
甚

ダ
」

が

V
型

で
あ

る
と

い
う

こ
と

も

見
落

し

て
は
な

ら

な

い
で
あ

ろ
う
。

な

お
、

法
華

験
記

に
お
け

る

「
忽

」

「
忽

然
」

「
俄

」

の
用
例

数

は
そ

れ
ぞ

れ
25

・
5

・
7
で
あ

っ
て
、
「
忽

・

忽

然

」
を

用

い
る

こ
と

が
や

は
り
多

い
。

「
忽
然

」

は

3
例

が
換
言

さ
れ

て

お
り
、

◎

穴

口
忽
然

崩
塞

(
801
)

〔
俄

二
穴

ノ

ロ
崩

レ
塞

ガ

ル

ニ
、
(
十
四

9

)
〕

㊨

作
是

語
已

忽
然

不
現

(
421

)

〔
…
ト

云
テ

掻
消

ツ
様

二
失

ヌ
。

(
十

四

7

)
〕

(他
に
1
耳7)

の
如
く

、

「俄

ニ
」
と

し
、

ま
た

「
掻
消

ツ
様

二
」

と
し

て
和

ら
げ

て

い

る
。今

昔

物
語
集

に
お

い
て
、

避
板
法

が

頻
繁

に
用

い
ら

れ
る

こ
と

は
、
既

に
日
本

古
典

文
学

大
系

『
今
昔

物

語
集

一
』

の
解

説

で
指

摘

さ
れ

て

い
る

が
、

こ

の
避

板
法

の
た
め

の
換
言

が

こ

こ
に
現
わ

れ

て
く

る
。

②
見

諸
鳥

獣
必
射

殺

之
若

見
魚

鳥
必

食
轍

之

(
76

)

〔
鳥
獣

ヲ

見
テ

ハ

必

ズ
此

レ
ヲ
射

殺

ス
。

魚

肉

ヲ
見
テ

ハ
悉

ク
此

レ
ヲ
食
轍

ス
。

(
十

三

37
)
〕

◎
則

不

著
絹

布
之
類

渡

河
不
塞

衣

雨
降

日
照
更

不
著

笠

(
74

)

〔
絹

布

ノ
類
敢

テ
不

着
ズ
。

亦

、
道

ヲ
行

ク

ニ
、
河

ヲ
渡

ル
時
更

二
衣

ヲ
不

塞

ズ
。

亦

、
雨

ノ
降

ル
日

モ
晴

タ

ル
日

モ
全
ク
笠

ヲ
着

ル
事

元

シ
。

(
十

三

27

)
〕

⑭

更
食

和
多

利
錐

食
和

多
利

更
不

死

(
87

)

〔
次

ニ

ハ
和

多
利

ト

云

フ

茸

…
…
密

二
食

ツ
。

其

レ

ニ
モ
尚
不

死
ネ

バ

(
十
二

37

)
〕

㊦

其

跡
刃
脹

受
光

苦
悩

(
88

)

〔其

ノ
踏
大

キ

ニ
腫
テ

痛

ミ
悩

ム
事

元

限

シ
。

(
十
三

22

)
〕

③

は

「
必
」

の
重

言

で
あ

る
が
、

こ
れ
を

「
必

ズ

・
悉

潅

8
ど

し
、

◎
⑭

は
重
言

さ

れ
た

「
更
」

を

そ
れ
ぞ

れ

「
敢

テ

・

(
更

ニ
)

・
全

ク
」

「
次

ニ

ハ

・
尚
」

に
換

言
し

た
も

の
で
あ

る
。

ま

た
㊦

は
、

「
大

」

の
重
言

に

対
し

、
副

詞
以
外

の

「元

限

シ
」

を
も

っ
て
変
化

を
与

え
た
例

で
あ

る
。
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以

上

の
ほ

か

に
注
目

さ
れ

る
も

の
と
し

て
は

、

②

件
持

経
者

年

過
八

十
老
毫

猶

存

(
621

)

〔彼

ノ

経
ヲ
書

キ

シ
持

経
者

、

年
八

十
余

ニ
シ

テ
老

毫

シ
乍

ラ
未

ダ
生

テ
有

ケ
リ

、

(
十
四

6

)
〕

㊨
汝

父

母
皆

今
在

彼
国

(
31
)

〔
汝

ガ
父
母

未
ダ
彼

ノ
所

二
有

リ
。
(
十

四

12
)

〕

の
よ
う

に

、
肯
定

文

に
用

い
ら

れ
る

「
未

ダ
」

に
換
言

し

た
も

の
が
見

ら

れ

る
。

Ⅳ

、

法

華

験

記

に

用

い

ら

れ

て

、

今

昔

物

語

集

で
も

用

い
ら

れ

る

も

の
。

「
明

(
ア

キ

ラ

カ

ニ

)
11

明

二
」

「
強

(
ア

ナ

ガ

チ

ニ
)
ー

強

二
」

「敢

(
ア

ヘ
テ

)
ー

敢

テ

」

「
改

(
ア

ラ

タ

メ

テ

)

ー

改

メ

テ

」
「
或

(
ア

ル

イ

ハ

)
ー

或

ハ
」

「
何

・
争

(
イ

カ

デ

カ

)

ー

何

デ

カ

」
「
何

況

(
イ

カ

ニ
イ

ハ

ム

ヤ

)

・
況

(
イ

ハ

ム

ヤ

)

=

何

況

ヤ

・
況

ヤ

」

「
念

(
イ

ソ

ギ

テ

)

=

急

テ

」

「徒

(
イ

タ

ヅ

ラ

ニ
)
ー

徒

二
」
コ

心

(
音

読

?

:
不

ン
ゴ

ロ

ニ

)
ー

一
心

二
」

「
未

(
イ

マ
ダ

)
ー

未

ダ

」

「
干

今

(
イ

マ

ニ
)

11

干

今

」

「弥

・
倍

(
イ

ヨ

イ

ヨ

)

ー

弥

ヨ
」

「
転

(
ウ

タ

タ

)
ー

転

」

「各

々

・
各

・
各

以

(
オ

ノ

オ

ノ

)

ー

各

」

「
自

然

(
オ

ノ

ヅ

カ

ラ

)
ー

自

然

ラ
」

「
大

(
オ

ホ

キ

ニ
)

11

大

二
」

「
必

(
カ

ナ

ラ

ズ

)
ー

必

ズ

」

「
還

(
カ

ヘ
リ

テ

)ー

返

」

「
権

(
カ

リ

ニ
)

=

権

二
」

「極

(
キ

ハ
メ

テ

)

ー

極

テ

」

「
殊

・

特

・
特

以

(
コ
ト

ニ
)

=

殊

二
」

「定

(
サ

ダ

メ

テ

)

11

定

メ

テ

」

「
更

(
サ

ラ

ニ
)

=

更

二

〔
陳

述

副

詞

(和

文

的

用

法

)

〕

「暫

・

且

.
須

曳

(
シ

バ

ラ

ク

)11

暫

ク

・
且

ク

」

「
随

分

ー

随

分

二
」

「
既

・
已

(
ス

デ

ニ
)

=

既

ニ
」

「暗

(
ソ

ラ

ニ

)
ー

暗

二
」

「
互

(
タ

ガ

ヒ

ニ

)
=

互

二
」

「
ロ
ハ

(
タ

ダ

)
11

ロ
ハ
」

「
但

・
唯

(
タ

ダ

・

タ

ダ

シ

)ー

只

・但

シ
」

「
忽

(
タ

チ

マ
チ

ニ
)

ー

忽

二

・
急

二
」

「忽

然

ー

忽

二
」

「
度

度

(
タ

ビ

タ

ビ

)

11

度

々

」

「希

(
タ

マ
サ

カ

ニ
)

ー

希

二
」

「
適

(
タ

マ
タ

マ
)

ー

適

マ

・
適

二
」

「
常

・
恒

(
ツ
ネ

ニ
)

ー

常

二
」

「遂

・
遂

以

・
終

(
ツ

ヒ

ニ
)
ー

遂

二
」

「具

(
ツ

ブ

サ

ニ
)

11

具

二
」

「時

々

(
ト

キ

ド

キ

)
11

時

ー
」

「
倶

・
共
ハ

(ト

モ

ニ

)
ー

共
ハ
ニ
」

「
永

・
永

以

(
ナ

ガ

ク

)
11

永

ク

」

「
就

中

(
ナ

カ

ン
ヅ

ク

ニ
)

11

就

中

二
」

「猶

・
尚

(
ナ

ホ

)

=

猶

・
尚

・
尚

シ
」

何

(
ナ

ン
ゾ

)
ー

何

ゾ

」

「
俄

(
ニ

ハ
ヵ

ニ
)
11

俄

二
」

「願

(
ネ

ガ

ハ
ク

ハ
)
ー

願

ク

ハ
」

「
町

嘩

・
磐

・
磐

勲

・
懇

(
ネ

ム
ゴ

ロ

ニ
)

ー

丁

寧

二

・
勲

二

・
苦

二
」

「
始

(
ハ
ジ

メ

テ

)

ー

始

メ

テ

」

「
甚

・
甚

以

・
太

以

(
ハ
ナ

ハ
ダ

)
11

甚

ダ

」

「
禰

(
ヒ

ソ

カ

ニ

)

・
密

々

(
ヒ

ソ

ヒ

ソ

?

)
11

籟

二

・
密

二
」

「
偏

(
ヒ

ト

ヘ

ニ
)
ー

偏

二
」

「
終

日

(
ヒ

ネ

モ

ス

ニ
)
=

終

日

二
」

「
再

(
フ

タ

タ

ビ

)
=

二
度

」

「
恣

(
ホ

シ

イ

マ

マ

ニ

)
ー

恣

ニ
」

「
殆

(
ホ

ト

ホ

ド

)

11

殆

」

「
髪

髭

(
ホ

ノ

カ

ニ
)

ー

髭

二
」

「
誠

・
誠

以

(
マ

コ
ト

ニ

)
ー

実

二
」

「
全

・
全

以

(
マ
タ

ク

)
ー

全

ク

」

「
先

(
マ
ヅ

)
=

先

ヅ

」

「
自

(
ミ

ヅ

カ

ラ

)
ー

自

ラ

」

「
皆

(
ミ
ナ

)
ー

皆

」

「
若

(
モ

シ

)
11

若

シ
」

「尤

・
最

(
モ

ト

モ

)
ー

尤

モ

」

「
専

(
モ

ハ
ラ

ニ
)

専

二
」

「
漸

(
ヤ

ウ

ヤ

ク

)
=

漸

ク

」

「
努

努

(
ユ
メ

ユ

メ

)
ー

努

ー
」

「
能

(
ヨ

ク

)
ー

吉

ク

」

「
通

夜

・
終

夜

・
立
見
夜

(
ヨ

モ

ス

ガ

ラ

)

ー

終

夜

」

「
僅

・
縄

(
ワ

ズ

カ

ニ
)

11

僅

二

・
縄

二
」

右

に

あ

げ

た

も

の

の

中

に

は

、

「
各

以

」

「
特

以

」

「
遂

以

」
「永

以

」

「
甚

以

」

「
太

以

」

「
誠

以

」

「
全

以

」

(
こ

の
他

に

「
厚

以

」

な

ど

)

の

如

き

、

「
以

」

字

を

添

え

た

も

の

が

見

ら

れ

る

。

既

に

築

島

裕

博

士

が

述

べ
ら

れ

て

い
る

こ

と

で

あ

る

が

、

こ

の

「
以

」

は

変

体

漢

文

特

有

の

用
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法

で
あ

る
ら

し
く

、
殆

ど
無
意

味

な
文
字

と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

『
世
説

新

語
』
索

引

に
よ

っ
て
、

「
遂

以
倶

免
」

「
深
以
相

委
」

の
如

き
例

は
見

ら

れ
る

も

の

の
、
希

少

な
例

で
あ

り
、

ま
た

、

こ
れ
ら

の

「以

」
を

直

ち

に
副
詞

語
尾

と
見

る

こ
と
も

で
き

な

い
。

法
華

験
記

に
お

い
て
は
、

明

ら

か
に
副

詞

と
意

識

し

て
添
加

さ
れ

た

「
以
」

で
あ

る

と
見

ら

れ
る
。

と

こ

ろ

で
、

こ
の

「
以

」

は
「
…

モ
テ
」
と
訓

む

べ
き
も

の
か
と
思

わ
れ

る
が

、

こ

こ
で
は

一
応

、
不

読

と
し

て
訓

を
付

し

て

い
る
。

さ

て
、
法
華

験
記

・
今
昔
物

語

集
共
ハ
通

の
副
詞

で
両
者

を

比
較

で
き

る

も

の
と

い
え

ば
、

二

つ

の
用
法

を

も

つ

「
若

」

と
、
呼

応

に
変

化
を

も

つ

「況

」

と

の
二

つ
く
ら

い
で
あ

る
。

「若

」

に

は
仮

定
表

現

の
漢
文

的

用

法
と
疑

問
表

現

の
和

文

的
用
法

と

が
あ

る

が
、
今
昔

で
は
共

に
踏
襲

・
省

略

・
付

加

が
行

な

わ
れ

て

い
る
。
法

華
験

記

に

お
け
る

仮
定
表

現

と
疑
問

表
現
と
の
用
例
数
を
比
べ
る
と
、
誓

m
で
あ
る
が
、
・今
昔

(鑑

い
嘉

簿

隷

舗

製

舗
砿
)
で
は
、
貿

讐

い
う
比
に
な
っ
て
い
ゑ

こ
の

こ
と
は

、
両

用
法

の
省

略

・
付

加

を
通

じ

て
、
今
昔

が

や
や
和

化
し

て

い

る

こ
と

を
示
す

も

の
で
あ

る
。

次

に

「
況

・
何

況
」

に

つ
い
て
見

る
と
、

用
例

25

の
う

ち
踏

襲

9

・
省

略

16
と

な

っ
て

い
る
○

踏
襲

さ
れ

た
も

の
の
う

ち

、

5
例

は

文
末
を

「
ム

ヤ

・
マ
シ

ヤ

ハ
」

で
結

ぶ

か
、
あ

る

い
は
体

言

に

「
ヲ

ヤ
」
を

添

え
て
叙

述
を

省

く
語
法

、
す

な

わ
ち
漢

文

訓
読

と
同
様

の
語

法

で
あ

る
が
、

他

の

4
例
隠

㊨

況
結

蒔奄
住

哉

(
68
)

〔
況

ヤ
萎

ヲ
造

ル
事

元

シ
。

(
十
三

24

)
〕

の
よ

う

に
、

反
語
表

現

を
回

避
し

て
型

に
填

ら
な

い
平
易

な
平

叙
文

に
訳

出

し

て

い
る
。

こ
の
よ
う

な

点

に
も
和

化
し

た
点
を

指
摘

で
き

る
。

こ
こ

で

一
つ
注
意
す

べ
き
は

、
次

の
例

の
よ
う

に
、

「何

況
」

の
構

文

が
破

格

と
な

っ
て

い
る
例

を

見
出

し
う

る

こ
と

で
あ
る
。

⑮

亦
有

道
心
常

念

後
世

被
引
事

縁

錐
廻

世
路

心
在

山
林

専
思
隠

居
何

況

昼

夜
読

一
乗

経
以

此
善

根
廻

向
菩

提

(
64

)

〔
亦
道

心
有

テ
常

二
後

世

ヲ
恐

ル

・
心
有

リ
。

事

ノ
縁

二
被

引

レ
テ
世
路

二
廻

ル
ト
云

ヘ
ド

モ
、

ロ
バ
隠
居

ヲ
好

ム
心

ノ

ミ
有

リ
。

<

日
夜

二
法

花
経

ヲ
揺

シ
テ
願

ク

ハ
此

ノ
善
根

ヲ
以

テ
菩

提

二
廻
向

ス
。

(
十

三

30
)
〕

今
昔

で

は

「
何

況
」

の
み
を
省

略
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
文
意

を
通

し

て

い

る

が
、

こ
れ

は

「
何

況
」

に
反

語
を

導
く
機

能

が
失

わ
れ

て

い
た

こ
と
を

意
味
す

る

の
で
あ
り

、
車

に

「
い
う

ま

で
も
な

く
」

と

い
う

程
度

の
意

と

な

っ
て

い
る

の

で
あ

る
。
法

華

験
記

に

こ

の
類

の
用
例

が
僅

か

2
例

で
は

あ

る
が
見

ら

れ
る

こ
と

は
、
変

体
漢

文
を
考

察
す

る
上

で
興

味
あ

る

こ
と

で
あ

る
。

法

華

験
記

の

「
況

・
何

況
」

を
今
昔

が
省

略
す

る
例

は

16

で
あ

る

が
、

反
語

表
現

を
解

い
て
平
叙

文

に
直

す

た

め
に

「況

」
を

取

り
払

っ
た
例

は

㊧

況
手

持
念

珠
肩

繋
袈
裟

哉

(
76
)

〔手

二
念

珠

ヲ
不
持

ズ
、

肩

二
袈

裟

ヲ
不

懸
ズ
。

(
十
三

37

)
〕

の
1
例

の
み

で
、

こ

の
㊧

と
⑮

を
除

く

14
例

は
す

べ
て

㊨

錐
食

附
子

而
更

不
死
猶

不
損

心

地
況

及
死
門

哉
悔

附

子
無
験

更
食

和

多

利
錐

食
和
多

利

更
不

死

(
87

)

〔
初

ハ
附

子
ヲ
食

フ

ニ
不
死

ズ
。

<

次

ニ
ハ
和
多
利

ト

云

フ
茸

必

ズ
死

ヌ

ル
物

也
ト

聞
テ

山

ヨ
リ
取

リ
持
来

テ
密

二
食

ツ
。

其

レ

ニ
モ
尚

不
死

ネ

バ
、

(
十
二

37
)

〕

⑤

於
法

華
経

一
心

読
諦
不

惜
身

命

何
況
其

余
毎

日
読

揺
三

十
余

部

(
69

)

〔法

花

経

ヲ
受

ケ
習
テ

日
夜

二
読

諦

シ
テ
身
命

ヲ
不

惜
ズ
。

<
毎

日
二

三

十
余

部

ヲ
揺

ス
ル
事

解
怠

元

シ
。

(
十

三

25
)
〕

の
如

く
、

「
況

・
何

況
」
を

含

む
句
全

部
を

省
略

し

て

い
る
。

こ
の

こ
と
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は
、

「
況

・
何
況

」

が
漢

文
訓
読

語

で
あ

る
か
ら

用

い
る

こ
と
を

拒
ん

だ

と

い
う

こ
と
で

は
な
く

、
必
要

以

上

の
大
仰

な
表

現
を
抑

え

る
た

め
に

、

あ

る

い
は
蛇

足
的

語
句

や
仏

教

の
難
句

を
棄

て
る

た

め
に
と

ら
れ

た
手
段

で
あ

っ
た

と
見
受

け
ら

れ
る
。

禁

止
表

現

に
用

い
る

「
努
努

」

は
、

純
粋
漢

文

に
は
見

ら

れ
な

い
も

の

で
あ

る

の
で
、
変

体
漢

文

の
例

と
し

て
法
華

験
記

の
も

の
を

あ
げ

て
お
く
。

㊤

誠
宅

主
言

努
努

他
人
無

語

是
慮

外
幻

化
非

実
事

(
35
)

〔家

主

二
答

テ
云
ク

、
此

ノ
事

不
慮

ル
外

二
有

ル
事
也

、

更

二
実

ノ
事

二
非

ズ
。
矧

ー
他

人

二
此

ノ
事

不
可
令

語
聞

ズ
。

(
十
三

9

)
〕

V
、
法
華

験
記

で
は
用

い
ら

れ
な

い
で
、
今
昔

物
語

集

に
用

い
ら
れ

る

も

の
。

「
脚

(イ

サ

サ
カ

)

二
」

「
艶

(
エ
モ
イ

ハ
)
ズ
」
「
早

(
ハ
ヤ
)

ウ

」

「
讐

(
タ
ト

)

ヒ
」

「邪
心

(
ナ

マ
ジ

ヒ

)

二
」

「和

(
ヤ

ハ
)

ラ
」

今

昔
物

語
集

に
お

い
て
、

「
艶

ズ
」

「
早

ウ
」

「
和

ラ
」

は
A
型

、
「
珈

二
」

「讐

ヒ
」

「邪
心
二
」

は

D
型

で
あ
り

、

い
ず

れ
も
今

昔
撰

者

が
自
由

に
付

加
す

る

こ
と

の

で
き

た
副

詞

で
あ

る
。

「
聯

二
」
な

ど

の
D
型

語
は

純
粋

漢
文

・
変

体
漢

文

に
見
ら

れ

る
も

の
で
あ

る

の
で
、
法

華

験
記

に
た

ま

た
ま
現

れ
な

か

っ
た
語

と
す

る

こ
と

が
で
き

る

が
、
「
艶

ズ
」

な
ど

の

A
型

語

は
変

体
漢

文

に
も
容

易

に
見

出

せ
る
語

で
は

な

い
よ
う

で
あ

る
。

三

 

以
上

と

り
と

め
も
な

く
羅

列
し

て
き

た

こ
と

が
ら
を

こ
こ
に
簡

短

に
ま

と
め

て

み
る
と

、
次

の
よ
う

に
な

る

で
あ

ろ
う

。

法

華
験

記

が
今
昔

物
語

集

へ
と
訳

出

さ
れ
る

際

に
生
じ

る
副

詞

の
省

略

・
換

言

の
理
由

は
、

1
、

い
わ
ゆ

る
漢

文
訓

読
語

で
あ

る

か
ら
。

2
、
漢

文
本
来

の
原

義

を
保
持

し

て

い
て
、
今

昔
物

語
集

で
の
用
法

と

合
致

し
な

い
用
法

で
あ

る

か
ら
。

3
、
用
語

の
単

一
化

を

は
か

っ
て

一
貫
性

を
も

た

せ
よ
う

と
す

る
今
昔

物

語
集

の
用
語
法

に

反
す

る
特
異

な
語

で
あ

る

か
ら
。

4

、
変
体

漢
文

で
必

要
度

の
高

い
語

も
、

片
仮
名

交

り
文

で
は
必

要
度

が
低
下
す

る
か
ら
。

と

い
う

こ
と

に
な

る
。

1

に
は

「宛

」

「
曽
」

「
山豆
」

「
蓋
」

な

ど
が
あ

り

、

2
に
は

「
都

・
総

」

「更

」

「
兼
」

が
あ

る
。

今
昔

物
語
集

で

「
ス

ベ
テ
」

「
更

ニ
」

が
否
定

の
陳

述

副
詞

と
化
し

て

い
る

た
め
、

原
義

を
保

.

っ
て

い
る

「都

・
総
」

「
更

」

は
省

略

さ

れ
る

こ
と

が
多
く

、
ま

た

、
今

.昔
物

語
集

で

「
兼

テ
」

は
専
ら

「
前

も

っ
て
」

と

い
う

意

の
和

文
的

用
法

と
化

し

て

い
る
た

め
、
原
義

を

な

お
維
持

し

て

い
る

「
兼

(
「あ

わ

せ

て
」

の
意

)
」

は
す

べ
て

「
亦

」

に
換

言

さ
れ

る

の
で
あ

る
。

3

に
は
「
手

自
」

を

「
自

ラ
」

に
、

「
漸

々
」

を

「
漸

ク
」

に
す

る
事
例

が
見
ら

れ
、

特

に

仏
教
術

語

「
決
定

」
を

「必

ズ
」

な

ど
に
換

言
す

る
。

ま

た
、
法
華

験
記

の
専

用
語

「
早
」

も
今
昔

で
頻

用
さ
れ

る

「
速

二
」

に
換
言

さ
れ

る

の
で

あ

る
。

4

に
該
当

す

る

の
が

「
即

」

で
あ
る
。

今
昔

物

語
集

に
お
け

る

娚

の
多
例

は

、
無
造

作

に
駆
使

さ
れ

た
が
如

き

観
を
呈

し

て
は

い
る

が

、
十

分

な
配
慮

の
も
と

に
乱

用
さ

れ

て

い
な

い
こ
と
を
知

る

の

で
あ

る
。

大
部

は
踏

襲
さ

れ
る

が
、

一
部

が
換
言

さ

れ
る
も

の
に

つ

い
て

は
、

5
、
類

義

の
頻

用
語

に
吸
収

さ

れ
る
場

合
。

6
、

訓
読
語

的

副
詞

が
和

文
語
的

副
詞

に
な

る
場
合

。
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7
、
避

板
法

を

と
る
場

合
ロ
。

の
三

つ
が
あ
げ

ら

れ
る
。

5
に
該
当

す

る

の
は

「
弥

ヨ
」

「
必

ズ
」

「
ロ
ハ
」

「皆

」

等

の
頻

用
語

で
あ

り

、
6

は
、

「忽

」

を

「
俄

二
」
、

「
甚

」
を

「
極

テ
」

と
す

る

が
如
き

で
あ

る
。

5
は
3

に
通
じ

、

6
は

1
に
通

じ

る

と
言
え

る

で
あ

ろ
う
。

7
は

「
必
」

「
更

」

「
大
」

を
そ

れ
ぞ

れ
重

用
す

る
場
合

で
あ

る
が
、
訳
出

が

い
か

に
慎
重

に
な

さ
れ

た

か
を
示
す

も

の

で
、

こ
れ
ま

た

4

に
通
じ

る
点

が
あ

る
。

更

に
、

「
若
」

「
況

」

の
用
法

に

つ

い
て
も

、

訳
出

が
和

化

の
方
向

へ
指

向

し
て

い
る

こ
と
を

窺

い
う

る
が
、

訓

読
語

を

含
む
句

の
誇
大

表
現

を
省

略
し

た
今

昔
撰

者

の
訳
出

態
度

も
併

せ
考
え

な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

右

の
如

く
、

日
本

法
華

験
記

と
今
昔

物

語
集

と

の
間

に
見

ら
れ

る
副
詞

の
踏
襲

・
換

言

・
省

略

・
付
加

を

通
じ

、
仏

教
説

話

と
し

て

の
変
体

漢

文

体

お
よ

び
片

仮
名

交

り

文
体

の
、

共
ハ通
点

と
相

違

点

の

一
端

を
窺

い
う

る

の
で
あ

る
。

ス
コ
フ
ル
」

と
見
え
て

い
る
。

6
、
記
録
資
料

の

「
早
」
字
は

「は
や
く
」

の
漢

字
表
記
で
あ
ろ
う
と

い
う

こ
と
を

、

峰
岸

明
氏
も
述

べ
て

い
ら
れ
る
。

(
「今
昔
物

語
集

に
お
け
る
漢
字

の
用
法

に
関

す

る

一
試
論

」
国

語
学

84

)

7
、
拙
稿

「
副
詞
の
語
性
と
今
昔
物
語
集

の
A
D
V
型
」

(福
田
良
輔
教
授
退
官
記

念
論

文
集

)
参
照
。

8
、

「
悉
ク
」
は
13
例
が
省
略
さ
れ
、

I
A
に
属
す

る
も

の
と
し
た
が
、

こ
の
よ
う

に
、
避
板
法

に
付
加
さ
れ
た

1
例

が
見

ら
れ
る
。

9
、

『
平
安
時
代

の
漢
文
訓
読
語

に
つ
き

て
の
研
究
』
螂

ぺ

一74一

 

注

1
、

「
日
本

法
華
験
記
」

は
続

群
書

類
従
所
収

の
享
保

版
本

に
よ
り
、

「今
昔
物
語

集

」
は
日
本

古
典
文
学
大

系
本

に
よ

っ
た
。

2
、
法
華

験
記

の
各
語

に
付

し
た
訓
は
、

一
応
、
辞
書

類
に
よ

っ
,て
は

い
る

が
、
便

宜
的

に
付

し
た
も

の
で
あ
り
、
な

お
考
究

の
余

地
が
あ
る
も

の
も
含
ま
れ

て
い
る
。

3
、

「六
十

万
人
決
定
往

生
の
御
札
を
普
く
衆

生
に
与

へ
候
'

(遊
行
柳

〉

「
た
だ

南
無
阿
弥

陀
仏
と
さ

へ
唱
う

れ
ば
、
決
定
往
生

が
疑

い
な

い
。
」

(宗
論

)

4
、

こ
の
よ
う

な

こ
と

に

つ
い
て
は
、

山
口
佳
紀

氏
に
、

「今
昔
物
語
集

の
文
体
基

調
に

つ

い
て
」

(国
語
学

67
)
と

い
う
論

が
あ

る
。

5
、

「漸

々
」

の
訓
に

つ
い
て
は
、
わ
ず

か
に
観
智
院

本
類

聚
名
義
抄

に
、

「漸

ζ


